
●この広報誌の内容はホームページでもご覧いただけます。 http://www.town.manno.lｇ.jp

February

2月号の主な内容 

●まんのう町人事（1月1日付け） 

●2／13～　納税相談始まる 

●2／7　就職面接会　開催 

●2／17　韓国文化講座　開催 

●民生委員・児童委員の委嘱 

〈平成20年1月1日現在〉 
●人口 20,455 人（前月比－23 人） 
　男： 9,839 人 
　女： 10,616 人 
●世帯数 6,941 戸（前月比＋2 戸） 

まちの動き 
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国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
に
も
影

響
す
る
大
切
な
所
得
申
告

　

い
よ
い
よ
平
成
20
年
度
町
県
民
税
の
申

告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
平

成
19
年
中
の
所
得
に
関
す
る
申
告
は
、
町

県
民
税
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
を
正
し
く
算
定
す
る
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

申
告
を
し
な
け
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、自
分
で
計
算
し
税
額
を

算
出
す
る
の
が
原
則
で
す
。今
月
号
と
同
時

に
配
布
し
て
い
る
日
程
表
を
ご
参
照
の
上
、

指
定
さ
れ
た
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
に
行
く
前
に
、
ま
ず
は
自
分
で

整
理
を

　

職
員
一
人
が
一
日
に
対
応
で
き
る
の
は

10
人
程
度
で
す
。
相
談
者
個
々
の
事
情
に

よ
り
、
そ
の
後
の
相
談
者
の
待
ち
時
間
が

延
び
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
分
な
時
間

を
か
け
て
皆
さ
ん
か
ら
相
談
を
お
受
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
自

分
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ぜ
び
、
ご
自
身

で
整
理
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
整
理
が
不
十
分
な
場
合
は
多
少

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
は
？

　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
ま
ん
の
う

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
ま
た
は
現

に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
例
え
ば
次
の
よ

う
な
場
合
に
該
当
す
る
方
で
す
。た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出

す
る
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
内
職
な
ど

の
収
入
が
あ
る

◆ 

商
工
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業

を
し
て
い
る
人

◆ 

生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
料
金
の

支
払
い
を
受
け
取
る
な
ど
、
一
時
所
得

が
あ
る

◆
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
で

　

・ 

2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て

い
る

　

・ 

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
を
2
つ

以
上
受
け
取
っ
て
い
る

　

・ 

給
与
と
年
金
の
両
方
を
受
け
取
っ
て

い
る

　

・
農
業
や
事
業
を
し
て
い
る

申
告
に
必
要
な
物
は
？

① 

印
鑑
（
認
め
印
で
も
可
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
銀
行
振

り
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融

機
関
へ
の
届
け
出
印
が
必
要
で
す
。）

② 

申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の
（
所
得
税
の
口
座
振
替
や
還
付

金
の
銀
行
振
り
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場

合
）

③ 

申
告
書
（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い

る
方
の
み
）

④ 
平
成
19
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
所

得
が
分
か
る
書
類

◆
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

◆ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
配
分

金
、
内
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
の
支

払
通
知
書

◆ 

生
命
保
険
会
社
で
契
約
し
た
保
険
金
や

年
金
の
受
取
証
明
書

農
業
所
得
を
算
出
す
る
に
は

　

農
業
所
得
は
、
税
法
上
、
事
業
所
得
に

該
当
す
る
の
で
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
経

費
を
差
し
引
い
て
所
得
金
額
を
算
出
す
る

「
収
支
計
算
」
に
よ
っ
て
申
告
す
る
の
が

原
則
で
す
。

（
収
入
関
係
）

・ 

農
産
物
の
販
売
金
額
↓
Ｊ
Ａ
の
「
わ
が

家
の
農
業
収
益
等
集
計
表
」

・ 

家
事
消
費
な
ど
の
数
量
↓
農
産
物
の
種

類
、
数
量
を
記
録
し
た
メ
モ

・ 

そ
の
他
農
業
所
得
に
関
連
し
て
得
た
収

入
↓
振
り
込
み
の
あ
っ
た
預
金
通
帳
、

領
収
書
の
控
え
な
ど

（
必
要
経
費
関
係
）

・ 

雇
人
費
、
小
作
料
、
賃
借
料
、
作
業
委

託
費
↓
領
収
書
、
振
込
通
知
書
な
ど

・ 

利
子
割
引
料
↓
金
融
機
関
な
ど
の
返
済

表
、
利
息
計
算
書
な
ど

・
租
税
公
課
↓
領
収
書

・ 

減
価
償
却
費
↓
減
価
償
却
資
産
（
農
機

具
な
ど
）
の
領
収
書

・ 

そ
の
他
↓
Ｊ
Ａ
の
「
わ
が
家
の
農
業
経

費
等
集
計
表
」

19
年
中
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に 

〜
申
告
期
限
は
3
月
17
日
ま
で
〜 

【
問
い
合
わ
せ
先
】税
務
課
　
D（
7
3
）0
1
0
4

2

19 年中の所得申告を忘れずに
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⑤ 

所
得
控
除
額
を
計
算
す
る
の
に
必
要
な

書
類

◆ 
社
会
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証

明
書（
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書
、

介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
、
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
、
任
意
継
続
保
険

料
納
入
証
明
書
な
ど
）

◆ 

生
命
保
険
料
（
一
般
、
個
人
年
金
）、

地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

◆ 

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
）
身
体

障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
な

ど

　

※ 

認
定
基
準
日
は
、
平
成
19
年
12
月
31

日
現
在
。

◆ 

（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
）
医
療

費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
が
分
か
る
支
払
明
細
書

　

※ 

お
む
つ
代
を
控
除
す
る
に
は
、
領
収

書
と
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」（
用
紙
は
町
税
務
課
や

各
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
2
年
目
以
降

で
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
一
定
の
人
は
、
町
健
康
増

進
課
（
薀
７
３
│
０
１
２
６
）
で
交

付
す
る
確
認
書
で
も
可
。

　

※ 

あ
ら
か
じ
め
自
分
で
領
収
書
の
金
額

を
集
計
し
て
、「
医
療
費
の
明
細
書
」

（
町
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
に

あ
り
ま
す
。）
に
ご
記
入
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

◆ 

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合
）
金
融
機
関
な
ど
か
ら
交
付
を
受

け
た
「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書
」、
こ
の
控
除

を
受
け
る
方
の
住
民
票
の
写
し
（
町
住

民
課（
薀
７
３
│
０
１
０
１
）で
発
行
）、

請
負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
（
収
入
印

紙
が
あ
る
も
の
）
の
写
し
、
家
屋
・
敷

地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
高
松
法
務
局

丸
亀
支
局
（
薀
２
３
│
０
２
２
８
）
で

発
行
）
な
ど

◆
対
象
者

　

公
的
年
金
（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、

公
務
員
共
済
年
金
、
恩
給
な
ど
）
の
み
の

収
入
が
あ
り
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
（
源
泉
徴
収
票
の
源
泉
徴
収
税
額

の
欄
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
方

　

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
や
収
支

内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、
自

分
で
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
郵
送
で
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。

　

申
告
会
場
に
は
自
分
で
確
定
申
告
書
な

ど
を
作
成
さ
れ
る
人
の
た
め
に
、「
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
記

載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
次
の
方
は
「
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
」
へ

　

・
所
得
税

　
　

 
事
業
所
得
の
あ
る
方
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
、
譲
渡
所
得
（
株
式
、
土

地
・
建
物
の
売
買
）
の
あ
る
方
、
青

色
申
告
を
す
る
方
な
ど

　

・ 

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税

　

・
贈
与
税

◆ 

日
時
／
2
月
4
日
〜
3
月
17
日（
土
日
、

祝
日
を
除
く
。）
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
30
分

◆ 

会
場
／
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
」（
丸
亀
市
大
手

町
二
丁
目
1
番
7
号
）

　

※ 

丸
亀
税
務
署
内
に
は
、
申
告
会
場
は

設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

丸
亀
税
務
署　

代
表
（
２
３
）
２
２
２
１

確
か
め
よ
う
！

　
　
　

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

◆
期
間
／
4
月
1
日
〜
5
月
31
日

　
　
　
　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
。）

◆
場
所
／ 

役
場
本
庁
税
務
課
（
固
定
資

産
税
担
当
窓
口
）、
琴
南
支
所
、

仲
南
支
所

「
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
」で
も
申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

◆
日
時
お
よ
び
会
場

地
区
名

日　

時

会　

場

満
濃

2/13、
14

9:00～12:00、13:00～16:00
役

場

本

庁

琴
南

2/14

琴
南
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

仲
南

仲

南

支

所

3

年金所得者のみの還付申告相談を行います

年
金
所
得
者
の
み
の
還
付
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
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昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
対
象
と
し
て
所
得
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。
控
除
額
は
、
民
間
の
個
人
年

金
・
生
命
保
険
な
ど
は
、
最
高
5
万
円
ま

で
で
す
が
、
国
民
年
金
は
、
納
付
し
た
額

全
額
が
控
除
さ
れ
、
節
税
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
分
の
保
険
料
の
ほ
か
、
前
納
し
た

保
険
料
、
納
め
忘
れ
て
い
た
前
年
分
以
前

の
保
険
料
、
免
除
期
間
を
追
納
し
た
保
険

料
も
申
告
で
き
ま
す
。

ご
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は

　

被
保
険
者
（
本
人
）
の
代
わ
り
に
、
納

付
義
務
者
（
配
偶
者
、
世
帯
主
）
が
納
め

た
場
合
は
、
納
付
義
務
者
が
所
得
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
社

会
保
険
料
と
合
わ
せ
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
な
ど
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
　

所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年

分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

場
合
に
、
1
年
間
に
納
付
し
た
額
を
証
明

書
類
の
添
付
や
提
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発

行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

　

1
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）

は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
昨
年
11
月
上
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合

に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行

う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

証
明
内
容
は
、
昨
年
1
月
1
日
か
ら
昨

年
10
月
1
日
ま
で
の
納
付
額
と
19
年
中
に

納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額

で
す
。

　

昨
年
10
月
2
日
か
ら
昨
年
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方

に
つ
い
て
は
、
2
月
上
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
20
年

3
月
14
日
ま
で
）

　

薀
０
５
７
０
（
０
０
）
９
９
１
１

　

※
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課

　

薀
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
０

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の

　

年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

◆
日
時
／
2
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

◆
会
場
／
ま
ん
の
う
町
役
場
本
庁
3
階

　
　
　
　

第
1
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
国
民
年
金
基
金

　

薔
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

ま
ん
の
う
町
人
事

□
異
動
、
昇
格
（
１
月
１
日
）

総
務
課
長
（
土
地
改
良
課
長
）
栗
田
昭
彦

▽
総
務
課
参
与
（
総
務
課
長
）
栗
田
義
郎

▽
総
務
課
主
査
（
総
務
課
主
任
主
事
）
白

川
忠
幸
▽
企
画
政
策
課
係
長
（
企
画
政
策

課
主
査
）
奈
良
泰
子
▽
税
務
課
長
（
土
地

改
良
課
課
長
補
佐
）
三
好
定
▽
住
民
課
長

（
建
設
課
課
長
補
佐
）
三
宅
茂
▽
住
民
課

主
査
（
住
民
課
主
任
主
事
）
大
西
み
ど
り

▽
環
境
保
全
課
係
長（
環
境
保
全
課
主
査
）

山
口
靖
永
▽
健
康
増
進
課
係
長
（
健
康

増
進
課
保
健
師
）
堀
田
文
子
▽
農
林
課
長

（
税
務
課
長
）
鐡
原
孝
一
▽
土
地
改
良
課

長
（
農
林
課
長
）
久
保
田
正
章
▽
琴
南
支

所
長
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）
米
田

能
久
▽
琴
南
支
所
係
長（
琴
南
支
所
主
査
）

増
田
道
子
▽
琴
南
支
所
係
長
（
琴
南
支
所

主
査
）
黒
川
典
子
▽
琴
南
支
所
係
長
（
琴

南
支
所
主
査
）
佐
竹
和
子
▽
琴
南
支
所
係

長
（
琴
南
支
所
主
査
）
佐
野
弥
生
▽
美
合

出
張
所
係
長
（
美
合
出
張
所
主
査
）
佐
野

房
子
▽
仲
南
支
所
長
（
住
民
課
長
）
岡
澤

勉
▽
仲
南
支
所
参
与
（
仲
南
支
所
長
）
藤

保
秀
一
▽
仲
南
支
所
主
査
（
仲
南
支
所
主

任
主
事
）
橋
田
勇
人
▽
会
計
管
理
者
兼
会

計
室
長（
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
室
長
）

黒
川
永
二
郎
▽
会
計
室
係
長
（
会
計
室
主

査
）
古
林
淳
子
▽
水
道
課
長
（
琴
南
支
所

長
）
宮
地
隆
▽
水
道
課
参
与
（
水
道
課
長
）

和
泉
仁
志
▽
水
道
課
主
査
（
水
道
課
主
任

主
事
）
鈴
木
民
樹
▽
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
長
（
福
祉
保
険
課
健
康
生
き
が
い
施

設
対
策
室
長
）
長
田
徹
▽
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
参
与
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
）
平
井
義
照

4

国民年金保険料は全額所得控除・年金相談所の開設・まんのう町人事

国
民
年
金
の
保
険
料
は
全
額
所
得
控
除
さ
れ
ま
す
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「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が

ま
ち
を
変
え
る

　

町
は
、「
誰
も
が
住
み
よ
い
、
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
日
々
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
域

の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
や
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
実
現
さ
せ
て
い
く
に
は
、
行
政

の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
ど

う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
町
で
は
、
そ
の
よ
う
な
一
翼
を
担
っ

て
い
た
だ
け
る
「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
通
年
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
に
は

　

申
込
方
法
は
、
い
た
っ
て
簡
単
。
役
場

本
庁
環
境
保
全
課
、
各
支
所
、
出
張
所
の

窓
口
に
備
え
付
け
の
「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
書
い

て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

○
登
録
し
た
そ
の
日
か
ら
活
動
が
可
能

　

申
込
用
紙
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
即
日
登
録
さ
れ
、
そ
の
場
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
必
要
な
道
具
（
ご
み
袋
／

通
称
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、
火
ば
し
、
帽
子
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
集
め
た
ご
み
は
収
集
日
に

　

ご
自
身
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
ご
み
を

拾
っ
た
際
に
は
、
そ
の
ご
み
を
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
」
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
地
域

ご
と
に
決
め
ら
れ
た「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
の
皆
さ
ん

　

平
成
19
年
12
月
28
日
現
在
、
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、２
６
０
人
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
旧
３
町
が
合
併
し
て
か

ら
登
録
さ
れ
た
個
人
の
方
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

道
西
敏
章
、
西
原
敏
子
、
上
村
闊
子
、
林

綾
子
、
近
石
和
子
、
平
田
忠
之
、
山
内
忠

重
、
石
井
輝
夫
、
片
岡
文
雄
、
下
川
鐡
子
、

山
内
彪
、
山
内
忠
明
、
西
岡
賢
、
細
川
敏

明
、
山
内　

一
郎
、
西
大
修
、
森
近
明
夫
、

大
平
豊
、
白
川
豊
明
、
香
川
重
男
、
森
久

敏
、
細
谷
勝
代
、
大
川
時
子
、
大
西
道
子
、

宮
本
喜
美
江
、
三
好
和
榮
、
堂
岡
ま
や
子
、

木
村
弘
造
、
森
口
貞
夫
、
高
木
正
義
、
山

本
真
代
、
中
川
紀
子
、
佐
竹
政
秀

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ま
ち
の
環
境
美
化
に
貢
献

　

平
成
19
年
11

月
11
日
、
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
ク
リ
ー
ン
・
リ

バ
ー
か
な
く
ら
満

濃
協
議
会
」
が
町

内
の
金
倉
川
流
域

を
一
斉
清
掃
し
ま

し
た
。
こ
の
清
掃
は
、
金
倉
川
流
域
が
ご

み
の
な
い
美
し
い
川
に
な
る
よ
う
に
と
、

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
清
掃

範
囲
は
、
北
は
豊
稔
橋
（
五
條
）
か
ら
南

は
池
下
橋
（
真
野
）
ま
で
及
び
ま
す
。

環
境
美
化
推
進
協
議
会

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
製

　

ま
ん
の
う
町
環
境
美
化
推
進
協
議
会

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
く
、
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
問
題
、
犬
の
ふ
ん
の
後
始

末
問
題
、
捨
て
犬
・
猫
問
題
が
少
し
で
も

解
決
さ
れ

る
よ
う
に
、

町
と
協
力
し

て
、
２
種
類

（
上
図
）の
啓

発
ポ
ス
タ
ー

を
作
製
し
ま

し
た
。
こ
の

ポ
ス
タ
ー

は
、
す
で
に

各
自
治
会
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
が
、
個

人
の
方
で
必
要
な
方
に
は
、
役
場
本
庁
環

境
保
全
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
ま
ち
の
環
境

美
化
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
分
の
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
申
し
込
み
を
受
付
中

◆
対
象
地
区
／ 

仲
南
地
区
（
買
田
地
区
を

除
く
。）

◆
申
込
期
限
／
３
月
31
日
（
月
）

◆
受
付
基
数
／
50
基
（
先
着
順
）

◆
申
込
場
所
／
役
場
本
庁
環
境
保
全
課
、

　
　
　
　
　
　

仲
南
支
所

◆ 

申
込
方
法
／
申
請
者
本
人
の
印
鑑
（
認

め
印
で
可
。）
を
ご
持
参
の
上
、
窓
口

に
備
え
付
け
の
「
浄
化
槽
整
備
推
進
事

業
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

い
た
だ
い
て
受
付
完
了
と
な
り
ま
す
。

5

環境保全課からのお知らせ

環
境
保
全
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
D
（
７
３
）
０
１
２
３ 
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ま
ん
の
う
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
情
報
公
開
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

ま
ん
の
う
町
情
報
公
開
条
例
、
ま
ん
の

う
町
公
共
下
水
道
条
例
お
よ
び
ま
ん
の
う

町
手
数
料
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

貸
付
基
金
条
例
等
の
廃
止
に
つ
い
て

　

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養

費
貸
付
基
金
条
例
お
よ
び
ま
ん
の
う
町
中

山
間
地
域
活
性
化
推
進
基
金
条
例
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

　

起
点
・
吉
野
字
五
毛
合
の
股
３
６
８
０

番
12
地
先
、
終
点
・
吉
野
字
五
毛
上
所

３
６
３
０
番
８
地
先
の
道
路
が
町
道
合
股

線
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
五
毛
線
の
終
点
が
神
野
字
神
野

１
６
８
番
20
地
先
に
、
町
道
五
毛
高
丸
線

の
起
点
が
吉
野
字
五
毛
高
丸
４
１
６
４
番

１
地
先
に
、
町
道
中
川
原
線
の
終
点
が
五

條
字
川
向
18
番
６
地
先
に
、
町
道
か
り
ん

線
の
終
点
が
吉
野
字
桶
樋
４
２
１
６
番
１

地
先
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
道
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　

町
道
龍
頭
線
（
起
点
・
炭
所
西
字
上
大

向
２
０
７
２
番
地
先
、
終
点
・
炭
所
西
字

権
現
藪
２
１
６
８
番
１
地
先
）
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
、５
５
４
万
４
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

90
億
６
、６
７
８
万
５
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
地
方
債
の
限
度
額
を
８
０
０
万
円
減

額
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
、９
１
５
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ

ぞ
れ
23
億
５
、０
４
０
万
３
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所
特
別
会

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
０
３
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
５
３
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
、７
８
８
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

３
億
５
、３
１
７
万
９
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
農
業
集
落
排
水

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
90
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
３
、４
２
４
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整
備
推

進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
８
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
、８
７
１
万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　

収
益
的
支
出
額
を
94
万
円
増
額
し
、
総

額
が
２
億
５
、０
８
７
万
９
千
円
に
、
資

本
的
収
入
額
を
４
３
０
万
７
千
円
減

額
し
、
総
額
が
１
、４
２
７
万
２
千
円

に
、
資
本
的
支
出
額
を
３
、４
２
０
万

円
減
額
し
、
総
額
が
８
、３
７
４
万
７
千

円
に
な
り
ま
し
た
。
資
本
的
収
入
額
が

資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額

６
、９
４
７
万
５
千
円
は
、
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
当
年

度
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
過
年
度
損
益
勘

定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、
林
綾

子
さ
ん
と
堀
瀬
照
子
さ
ん
の
２
人
を
推
薦

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税
率
延
長

と
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制
度
の
継

続
・
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

右
記
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
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第4回まんのう町議会定例会

第
4
回　

会
期
／
平
成
19
年
12
月
13
日
〜
平
成
19
年
12
月
21
日

ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会
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　任期は、平成22年11月30日までの3年間です。地域福祉についての身近な相談相手として活動しますので、担
当地区の民生委員・児童委員にご相談ください。そのほかに、児童問題を専門に担当する主任児童委員もいます
ので、子供の問題でお悩みのときは、主任児童委員にご相談ください。

【問い合わせ先】福祉保険課　 （73）0124

　平成19年11月30日をもって、多田悟さん（琴南：明神）、萩岡仁美さん（琴南：栄町）、常包美津子さん（満濃：
片岡南）、長尾一男さん（満濃：平山南）、三好政 さん（琴南：盛下）、石 政幸さん（満濃：下所）、眞室美年
子さん（満濃：平野）、大林豊文さん（満濃：下無頭）、川口勝義さん（満濃：大向中）、田中澄子さん（満濃：田
中）、齋部美代子さん（満濃：鐘場）、宮地政雄さん（琴南：新生下）、鈴木 子さん（満濃：天皇）、古川靖子さん（満
濃：西高篠／宮西）、池内敏子さん（仲南：佐文南）、葛原崇彦さん（仲南：春日上）、近石和子さん（仲南：久保・
本目）、白川勝子さん（仲南：買田）、栗田京子さん（仲南：主任児童委員）、田中優子さん（琴南：主任児童委員）、
藤澤令子さん（満濃：主任児童委員）の21人が委員を退任されました。長い間ありがとうございました。

担当地区 氏　　名 電　話

仲
南
地
区
（
仲
南
支
所　

７
７
‐
２
１
１
１
）

善明　原川上日春

子雅　西大下日春

久保・本目 長尾　節子

子合百川石池小

　内松上見良福 夫

福良見下・照井 山内　　茂

子紋　下山山帆

後山・大口 西島　敏子

子千美原西目新

実朱　西安脇山

男幸　村上上追

代員　末森田宮

子令　尾王南文佐

子京　川白北文佐

勝忠　口坂田買

子美惠良奈間生
主任児童委員 西山　章子

琴
南
地
区
（
琴
南
支
所　

８
５
‐
２
１
１
１
）

更生・梶洲東・梶洲西 三好　勝子
木の下・城山・備中地・岡の峯・城山ハイツ・さくら 谷本　文子

荒神・天川・梅の木・三本松上・三本松下 中川　　榮

中央・旭町・栄町・旭風会・共栄会 米田千鶴子

盛上・盛下・錦町・仲空・上所・下所・風の丘 向井　賢二

新生下・新生上・中通本村 山下喜代子

野口下・野口上・皆野 宮地　弘子

猪の鼻・焼尾・川東下・川東上・淵野 湊　　 春

堀田・前の川・雨島 西丸　正明

名頃下・名頃上・明神・やすらぎの里 新家　　治

仲野・八峯・家六・谷所 大野登代子

勝浦本村・下福家・真鈴 仁谷　榮雄

中熊下・中熊上・林・長谷・奈良の木 宮下　久男

三角・川奥中・川奥上・沖野・中野・株切・横畑 髙尾　博幸
主任児童委員 大北るり子

担当地区 氏　　名 電　話

満
濃
地
区
（
福
祉
保
険
課　

７
３
‐
０
１
２
４
）

本村・秀石・福家 増田　実雄

生稲・杉ノ上 真鍋　　隆

天皇・大橋（東・中東・中西） 小林冨美子

新道・大橋（北・西） 新名　節子

西田井・川滝・林・鰌池 原　　忠幹

上田井・長田・上分・仲分・中所 平川　英子

公文・大中・谷山内・田中・中部 岡田　董和

辻・天神・中所住宅・下分・池田 大野　義一

宮東（西高篠）・宮西（西高篠） 梶野　桂子
小原・祓川・立石・馬場・大下・
上仲屋敷・下仲屋敷・高橋住宅 白川　訓弘

薬師堂・道渕・久保の宮東・
松の上・川添・額原・寺下 今田　義則

池下・上真野・山下 大鹿千重子

岸・城力・下所・吉井 渡邊登茂子

涌井・椿谷・五條涌井・西村・久保川北 大西　治子

木ノ崎・旭東 多田　　覚

宮東（吉野）・野津郷 白川アヤ子

中村・鐘場・中大宮・八幡・北原 清田三津子

光元・場正・桶樋 吉井　　忠

五毛・高屋原 東條　　仁

浦山・上無頭・下無頭・上の宮・
大原・下王地・藏の前 片岡　政志

美初　中川向大

林ノ下・樫林・天神・町代・北山 小川　俊和

塩田・江畑・平野 谷川　　久

上王地・東佐岡・西佐岡・田渕・
佐岡寺の前・東峠・満濃荘 増田　和夫

片岡・常包 千葉　明子

大谷川・大井手・広袖・山の神・上種子・下種子 山本　初子

金剛院・平山 今瀧　幸子

主任児童委員 東條　直子
主任児童委員 川瀬　峰子
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 民生委員・児童委員が委嘱されました

民生委員・児童委員が委嘱されました

 民生委員・児童委員が委嘱されました

邦

☎

☎

☎

☎

髙

廣 﨑

靜

　新しい民生委員・児童委員61人が、厚生労働大臣から委嘱されました。
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【本事業の3つの特長】

① 　参加費には、航空運賃のほか特別燃油付加税、航空保険料、空港税も含まれているので、空港での

追加料金が不要

② 　本協会の引率指導者が同行する（成田空港発の事業の場合）ので、海外が初めての方でも安心して

参加可能

③　地方からご参加するお子様には羽田空港、東京駅、成田空港まで送迎サポート

コース 参加費
（円） 派遣期間 共通経費

（円） 対象者 申込締切日

イギリス英語研修・ホームステイ（ボーンマス） 360,000 3/26～4/6

30,000

中1～高3

2/7
（申込先着順）

日豪青少年交流キャップ・ホームステイ
（メルボルン）

338,000

3/26～4/5

カナダ英語研修・ホームステイ（ビクトリア） 3/28～4/6

ニュージーランド学校訪問・ホームステイ
（ネルソン）

335,000 3/26～4/4

オーストラリア動物ふれあい体験・ホームステイ
（ニューサウスウェールズ州　ポートスティーブンズ）

325,000 3/27～4/5 小2～中3

アメリカ学校訪問・アドベンチャーキャンプ
（サウスダコタ州　ラピッドシティ）

310,000 3/27～4/5 小2～高3

フィジー無人島キャンプ・ホームステイ 248,000 3/29～4/5 小3～高3

韓国学校訪問・伝統文化体験・ショートホームス
テイ（ソウル近郊）

138,000
※関空発

3/27～4/2 20,000 中1～高3

※参 加 費： 往復国際航空運賃、宿泊費、食費（一部）、団体行動中の交通費、プログラム活動費、空港使用料、航空保険料、

特別燃油付加税、交歓会費用など

※共通経費：事前研修費（宿泊、会場）、事務連絡費、事前研修会場から成田空港までのバス代など

【申込方法】

　まずは、本協会までパンフレットをご請求ください。本協会からパンフレットや参加申込書などをお

送りします。お申し込みの方は、本協会指定の参加申込書を完全記載し、写真を添付の上、申込締切日

までに必着でお送りください。

【問い合わせ先】

　財団法人国際青少年研修協会（〒160-0004東京都新宿区四谷2-11大村ビル3階）

　薀０３（３３５９）８４２１、URL:http://www.kskk.or.jp、E-mail:info@kskk.or.jp
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小中学生・高校生対象「春休み海外派遣事業」参加者募集中

小中学生・高校生対象「春休み海外派遣事業」参加者募集中（財団法人国際青少年研修協会）

小中学生・高校生対象「春休み海外派遣事業」参加者募集中
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15分で朝食作り 

料理レシピ 材料（4人分） 

作り方 

1 2

～一食に野菜を120g食べよう～ 

レタスで包む 
サラダ感覚の 

一口おにぎりで 
食べやすくして 

チーズとじゃこ飯のレタス包み 

●エネルギー 294kcal ●タンパク質 8.9g ●脂質 3.2g ●食物繊維 0.7g ●食塩 0.5g

600kcal栄養バランスのメニュー 
じゃこ飯のレタス包み、ブロッコリー入りオムレツ、けんちん汁 

●ご飯 600g　●しらす干し 20g　●プロセスチーズ 40g　 

●レーズン 8粒　●かぶの葉 40g　●レタス 4枚 

食べたものを食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

ご飯 

しらす干し 
水気を絞って 
ゆでたかぶの 
葉の刻み 

チーズの 
さいの目切り 

レーズン 

①を一口大に握る 

レタス 

運動 

水 

おやつ 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳 

オムレツの中の 
ブロッコリー 

おにぎりの 
中のレーズン ※メニューをコマにあてはめると 

おにぎりの 
中のチーズ 

おにぎり 

おにぎりの 
中のかぶの葉 
とレタス 

おにぎりの 
中のしらす 

オムレツ 
けんちん汁の 
中の豆腐 

けんちん汁 
の中の野菜 

美
容
と
健
康
の
も
と
「
大
豆
」

　

2
月
3
日
は
節
分
で
す
。
昔
は
ど
の
家

庭
で
も
「
鬼
は
外
。
福
は
内
。」
と
、い
っ

た
大
豆
を
ま
い
て
魔
よ
け
・
鬼
払
い
・
厄

払
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
っ

た
大
豆
を
歳
の
数
だ
け
食
べ
た
も
の
で

す
。

　
「
畑
の
肉
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
大
豆
の

栄
養
価
の
高
さ
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
す

が
、
豆
類
は
い
ず
れ
も
豊
か
な
栄
養
分
を

秘
め
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
な
特
長
と
し
て
、

① 

良
質
な
植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
が
ふ
ん
だ

ん
な
こ
と

② 

一
つ
か
み
分
で
、
１
日
に
必
要
な
植
物

繊
維
の
摂
取
量
の
４
分
の
１
を
取
れ
る

ほ
ど
豊
富
な
こ
と

③ 

脂
肪
の
代
謝
を
盛
ん
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン

B1
の
存
在

④ 

き
れ
い
な
髪
や
つ
め
を
保
つ
の
に
欠
か

せ
な
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
存
在

⑤
新
陳
代
謝
を
よ
く
す
る
亜
鉛
の
存
在

⑥
女
性
に
は
不
足
し
が
ち
な
鉄
の
存
在

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、豆
類
は「
美
容
」と「
健

康
」
に
必
要
不
可
欠
な
食
品
な
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
国
立
が
ん
研
究
所
の
疫
学

調
査
に
よ
れ
ば
、
が
ん
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
食
品
の
う
ち
、
豆
類
の

代
表
格
で
あ
る
「
大
豆
」
も
有
効
と
さ
れ

る
野
菜
の
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

豆
に
含
ま
れ
る
「
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
」
と
い

う
物
質
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
と
似
た
働
き
が
あ
る
こ
と
で
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
美
白
・
保

湿
作
用
の
向
上
と
い
っ
た
肌
の
美
容
効
果

や
、
イ
ラ
イ
ラ
、
の
ぼ
せ
、
肩
こ
り
な
ど

の
更
年
期
障
害
の
症
状
を
緩
和
す
る
こ
と

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
抗

酸
化
力
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
低
下
さ
せ
、
動
脈
硬
化
や
心

臓
病
を
予
防
し
ま
す
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
豆
類
、
一
体
1
日
に

ど
れ
く
ら
い
摂
取
し
た
ら
い
い
の
か
と
い

う
と
、
１
０
０
ｇ
以
上
が
目
標
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
摂
取
量
の
少
な
い
方
は
、
日
々

の
食
生
活
に
豆
腐
、
納
豆
、
み
そ
な
ど
を

取
り
入
れ
、
１
日
１
回
は
豆
製
品
を
食
べ

て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

た
だ
、
豆
類
が
ど
ん
な
に
体
に
い
い
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
ば
か
り
食
べ
れ
ば
食
事

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
を
壊
す
と
い
っ
た

本
末
転
倒
の
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

ご
注
意
を
。
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健康だより・食改の食育だより
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英語に関する質問などにお答えします。（教育委員会　リチャード・タルボット）電子メール：r‐talbot@town.manno.lg.jp

同
行（
ど
う
ぎ
ょ
う
）

 

　

山
村
の
色
合
い
濃
い
琴
南
地
区
で
は
、

集
落
内
で
の
助
け
合
い
意
識
が
強
く
、
そ

の
た
め
の
自
治
組
織
が
古
く
か
ら
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
に

あ
っ
て
互
い
に
助
け
合
い
、
信
仰
や
共
同

作
業
、
戦
乱
に
対
す
る
自
衛
な
ど
を
通
し

て
結
束
を
強
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
南
海
通
記
」
に
よ
る
と
、
源
平
の
屋

島
合
戦
の
く
だ
り
に
「
安
原
、
山
田
、
中

隈（
熊
）の
山
兵
ま
で
追
々
に
馳
せ
来
た
り

て
源
氏
の
旗
に
附
き
云
々
」
と
あ
る
。
琴

南
地
区
の
中
熊
集
落
で
は
、
こ
の
頃
す
で

に
源
平
合
戦
に
参
加
す
る
ほ
ど
の
武
力
と

政
治
的
見
識
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

中
世
期
に
は
全
国
的
に
農
民
が
自
主
的

な
村
を
創
り
出
し
、
各
地
で
一
揆
の
よ
う

な
騒
動
も
頻
発
す
る
。江
戸
期
に
な
る
と
、

幕
府
は
村
落
の
自
治
を
容
認
し
、
そ
れ
を

利
用
し
て
地
域
を
掌
握
し
て
い
く
。

　

高
松
蕃
に
属
し
て
い
た
琴
南
は
勝
浦
、

川
東
、
中
通
、
造
田
の
四
ケ
村
あ
っ
た
。

ど
の
村
も
多
く
の
集
落
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
た
が
、各
集
落
の
意
向
に
よ
っ
て
、

村
全
体
の
意
思
を
作
り
上
げ
る
仕
組
み
が

出
来
上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
集
落
を
構
成

し
て
い
る
人
や
組
織
を
「
同
行
」（
ど
う

ぎ
ょ
う
）
と
い
う
が
、
丸
亀
や
西
讃
地
方

で
は
「
講
中
」（
こ
う
じ
ゅ
う
）
と
呼
ぶ
。

　

何
時
頃
か
ら
同
行
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
同
行
は
も
と
も

と
仏
教
用
語
で
、
真
言
宗
で
は
「
弘
法
大

師
と
一
緒
に
行
く
」
で
あ
り
、
浄
土
真
宗

で
は
「
行
を
同
じ
く
す
る
者
」「
共
に
同

じ
く
念
仏
す
る
者
」
と
い
う
意
味
で
、
同

じ
信
仰
に
生
き
る
人
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

葬
儀
の
際
は
、
こ
の
同
行
が
全
て
の
権

限
を
持
っ
て
一
切
を
仕
切
る
。
今
で
は
、

同
行
の
活
躍
は
葬
儀
が
中
心
だ
が
、
も
と

も
と
は
信
仰
の
組
織
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ひ
と
昔
前
に
は
各
集
落
に
「
お
寄

り
講
」
と
い
う
集
会
が
あ
っ
て
、
毎
月
各

家
の
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い
た
。
戦
前

に
は
各
地
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
琴
南
で

は
こ
の
風
習
が
特
に
長
く
残
っ
て
い
た
。

私
は
、「
お
寄
り
講
」
が
同
行
の
原
点
だ

と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
葬
儀
と
い

う
宗
教
的
行
事
に
、
信
仰
の
意
味
合
い
の

強
い
同
行
の
組
織
が
顔
を
出
す
の
だ
と
思

う
。

　

高
松
蕃
の
松
平
家
初
代
頼
重
は
、
真
宗

興
正
寺
の
住
職
に
息
女
を
嫁
が
せ
る
な
ど

浄
土
真
宗
と
の
縁
が
深
く
、
蕃
内
に
お
い

て
浄
土
真
宗
の
寺
を
保
護
し
た
。
私
見
だ

が
、
旧
高
松
蕃
内
で
真
宗
的
言
葉
の
同
行

が
多
く
使
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
文
責　

中
通　

谷
口
悦
司
）

　

普
段
生
活
を
し
て
い
て
苦
労
す
る
の

が
、
言
葉
の
問
題
で
す
。
特
に
、
和
製
英

語
は
す
ぐ
に
は
理
解
で
き
な
い
と
き
が
あ

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、

冬
の
時
期

に
使
わ

れ
る
「
ス

ト
ー
ブ
」。
そ
の
ま
ま
英
語
の
表
記
を
す

る
とstove

に
な
り
ま
す
が
、
意
味
は
料

理
用
の
コ
ン
ロ
や
レ
ン
ジ
を
表
し
ま
す
。

日
本
語
の
「
ス
ト
ー
ブ
」
を
英
語
で
言
う

場
合
は
、heater

を
使
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
が

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
の
健
康
を
気
に
す
る
方
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
健
康
を

維
持
す
る
上
で
基
本
と
な
る
の
が
体
重
の

管
理
で
す
が
、
家
電
量
販
店
に
足
を
運
べ

ば
、「
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
」
の
文
字
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
実
物（
体
重
計
）

を
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
は

分
か
り
ま
す
。
そ

の
ま
ま
英
語
に

直
せ
ば
、health 

m
eter

に
な
り
ま

す
が
、
実
物
を
見

な
い
で
こ
の
単
語

を
聞
い
た
だ
け
で
は
、
頭
に
イ
メ
ー
ジ
が

す
ぐ
に
は
浮
か
び
ま
せ
ん
。
体
重
計
を
英

語
で
言
う
に
はbathroom

 scales

を
使

い
ま
す
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
で

す
。
職
場
で
の
服
装
と
し
て
男
性
に
な
じ

み
の
あ
る
「
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」。
も
と
も
と

は
、英
語
のw

hite shirt

（
白
い
シ
ャ
ツ
）

が
な
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
英
語
圏
の
洋
服
店
に
買
い
物

に
行
き
、
注
文
し
て
も
、
お
そ
ら
く
通
じ

な
い
と
思
い
ま
す
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
意
味

す
る
場
合
はbusiness shirt

を
使
い
ま

す
。さ
ら
に
、女
性
も
の
の
服
「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」
も
通

じ
ま
せ

ん
。
こ
の

単
語
を
そ

の
ま
ま
英
語
に
直
せ
ばone piece

で
す

が
、
日
本
語
の
意
味
は
「
一
つ
、
一
切
れ
」

な
ど
で
す
。「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
の
意
味
で

使
う
場
合
、dress

を
用
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
身
の
回
り
に
は
た
く
さ

ん
の
和
製
英
語
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
丹
念
に
調
べ
て
い
く
だ
け
で
も
、
か

な
り
語
彙
力
が
つ
く
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。
そ
の
成
果
を
一
覧
表
に
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Japanese-English words

和
製
英
語

リチャード・
タルボット
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会 館 ャ ナ ジ ー ル 清
め
塩
の
ふ
し
ぎ　

会
葬
の
塩

　

宗
教
に
も
差
別
が
ひ
そ
ん
で
い
ま

す
。
長
野
県
で
は「
畜
」「
賤
」「
非
」「
皮
」

「
革
」「
婢
」
な
ど
を
使
っ
た
差
別
戒
名

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
香
川
県
で
も

１
９
８
１
年
２
月
、
丸
亀
市
内
の
、
あ

る
墓
地
か
ら
差
別
戒
名
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。「
信
女
」「
信
士
」
の
「
信
」

の
右
側
は
「
言
」
で
な
く
「
口
」
と
略

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丸
亀
市
内
の
神

社
に
は
「
不
許
触
穢
者
入
」（
穢
れ
に

触
れ
た
者
の
入
場
を
許
さ
な
い
）
と
刻

ん
だ
石
柱（
写
真
）が
あ
り
ま
し
た
。「
聖

域
」
と
の
境
界
を
示
す
と
の
考
え
か
ら

「
結
界
石
」（
け
っ
か
い
せ
き
）
と
呼
ば

　

わ
た
し
は
、「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い

う
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。
ま
い
ご
に

な
っ
た
小
犬
の
「
コ
ロ
」
を
さ
が
す
こ

と
で
、
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た

の
で
す
。
き
っ
と
「
コ
ロ
」
は
、
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
『
み
ん
な
、
い
じ
め
は
悪
い
事
だ
よ
。

自
分
に
さ
れ
て
い
や
な
こ
と
を
す
る
の

は
よ
く
な
い
よ
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
も

い
っ
し
ょ
に
し
た
り
、
な
か
よ
く
話
を

し
た
り
す
る
。
そ
れ
が
友
だ
ち
な
ん
だ

よ
。
ぼ
く
は
、
い
じ
め
を
す
る
の
も
、

そ
れ
を
見
る
の
も
き
ら
い
だ
よ
。
み
ん

な
、
友
だ
ち
だ
も
の
。
み
ん
な
、
同
じ

人
間
だ
か
ら
ね
。「
友
だ
ち
の
気
持
ち

を
考
え
る
こ
と
」
そ
う
す
れ
ば
、
き
っ

と
、
み
ん
な
仲
よ
く
な
れ
る
。』

　

わ
た
し
た
ち
三
年
生
の
学
級
目
標

は
、「
笑
顔
か
が
や
け
」
で
す
。
帰
り

の
会
で
は
、
よ
い
行
動
を
し
た
キ
ラ
リ

さ
ん
を
見
つ
け
、
キ
ラ
リ
カ
ー
ド
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、「
コ
ロ
」

に
、
三
年
生
全
員
の
笑
顔
が
か
が
や
く

よ
う
、
み
ん
な
と
仲
よ
く
す
る
こ
と
を

約
そ
く
し
ま
す
。

　

ど
う
と
く
の
時
間
に
「
し
っ
ぱ
い
、

い
っ
ぱ
い
、
も
い
っ
か
い
」
と
い
う
ビ

デ
オ
を
見
ま
し
た
。
森
の
ど
う
ぶ
つ
た

ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
し
っ
ぱ
い
を
す
る

け
れ
ど
、
あ
き
ら
め
な
い
で
が
ん
ば
る

お
話
で
す
。

　

友
だ
ち
が
し
っ
ぱ
い
し
て
も
、
キ
イ

コ
と
ナ
ガ
ス
ケ
と
ポ
ン
タ
が

「
し
っ
ぱ
い
は
、
せ
い
こ
う
の
も
と
。」

と
言
っ
て
、
は
げ
ま
し
て
い
た
と
こ
ろ

が
り
っ
ぱ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
カ
ー
ラ

み
た
い
に
、
友
だ
ち
が
し
っ
ぱ
い
し
た

時
に
、
せ
め
た
り
、
き
つ
く
言
っ
た
り

す
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

カ
ー
ラ
に
も
で
き
な
い
も
の
も
あ
る

し
、
し
っ
ぱ
い
す
る
時
も
あ
る
の
だ
か

ら
、
友
だ
ち
に
や
さ
し
く
声
を
か
け
て

あ
げ
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
ク
ラ
ス
で
は
、「
元
気
で

に
こ
に
こ　

や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い
」
の

ク
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
、
友
だ
ち
の
わ

る
口
は
言
わ
な
い
こ
と
や
、
こ
ま
っ
て

い
た
ら
、
た
す
け
合
う
こ
と
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
み
ん
な
の
え
顔
が
、
い
っ

ぱ
い
の
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。

「
コ
ロ
」と
の
約
そ
く

仲
南
小
学
校  

三
年

國  

重　

美  

紗

れ
て
い
ま
し
た
。

　

葬
儀
の
際
に
配
ら
れ
る
清
め
塩
。
最

近
は
「
亡
く
な
ら
れ
た
人
は
穢
れ
た
人

で
は
な
い
」
と
説
明
し
て
配
ら
な
い
寺

院
や
葬
儀
社
も
あ
り
ま
す
。

「
清
め
塩
」
は
廃
止
し
ま
す

　

仏
式
の
葬
儀
は
、
愛
別
離
苦
を
逆
縁

と
し
て
真
実
の
教
え
（
仏
法
）
に
出
遭

う
場
で
あ
り
、「
死
は
生
な
り
、
死
も

ま
た
己
れ
」
と
亡
き
人
か
ら
自
分
自
身

の
生
き
死
に
の
問
題
を
仏
法
に
聞
き
、

自
身
を
見
つ
め
直
す
厳
粛
な
儀
式
で

す
。
仏
教
で
は
、決
し
て
「
死
」
を
「
穢

れ
」
と
受
け
止
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
従
っ
て
、
死
を
「
穢
れ
た
も
の
」

と
し
て
「
お
清
め
」
し
て
い
く
習
慣
は

無
残
で
あ
り
、
そ
の
習
俗
は
悲
し
く
も

痛
ま
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
の
で
、
仏

式
の
葬
儀
で
は
教
え
に
照
ら
し
「
清
め

塩
」
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。（

福
岡
県
久
留
米
市
の
葬
儀
社
「
草
苑
」）

12

日
時
／
2
月
2
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
長
尾
会
館　

参
加
費
／
１
０
０
円

　

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
、

遊
ん
だ
り
す
る
集
い
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】薀（
７
９
）２
０
２
１

立
体
切
り
紙
を
つ
く
ろ
う
！

人
権
文
化

「
な
か
よ
し
」っ
て
い
い
な

仲
南
小
学
校  

二
年

竹  

下　

斐
奈
子
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おめでた

おくやみ

　このほか、労働条件の文書交付
など、待遇の決定についての説明義
務、通常の労働者への転換の推進な
どに係る改正が行われています。

【問い合わせ先】
香川労働局雇用均等室
　薀087（811）8924

◆瀬戸大橋開通20周年記念
　 橋上イベント（健康マラソン・健康ジョ

ギング・健康ウォーク）参加者募集
◆開催日時／ 4月13日（日）9時ごろ
～正午ごろ◆コース概要／（健康
マラソン）与島を発着点に、番の
州、岩黒島を折り返す約15㎞、（健
康ジョギング）鷲羽山トンネル北
口を発着点に岩黒島を折り返す約
8㎞、（健康ウォーク）鷲羽山トン
ネル北口を発着点に櫃石島を折り
返す約5㎞◆参加資格／（健康マ
ラソン）平成5年4月1日までに生ま
れ、15㎞を2時間以内に走れる人、

（健康ジョギング）平成5年4月1日
までに生まれ、8㎞を1時間20分以
内に走れる人、（健康ウォーク）ど
なたでも可◆募集人数／（健康
マラソン・健康ウォーク）各5,000
人、（健康ジョギング）2,000人◆
参加料／（健康マラソン）5,000円、

（健康ジョギング）3,500円、（健康
ウォーク）中学生以上・2,500円、
小学生以下・保護者同伴で1,500
円（3歳以下は無料）◆申込期限／
2月8日（金）◆申込方法／往復はが
きまたはインターネット※申込
方法の詳細は瀬戸大橋橋上イベ
ントエントリーセンター（http://
www.setoohashi20.jtbcom.co.jp）ま
たは薀087（816）8001まで

【問い合わせ先】
香川県交通政策課記念事業グループ
　薀087（832）3130

◆韓国文化講座を開催します
　まんのう町在住の兪善愛（ユ・
ソンエ）さんを招き、韓国伝統文
化のお話を聞きながら、本場韓国
料理を堪能してみませんか。
◆日時／ 2月16日（土）午前10時～
午後1時◆参加費／ 500円（当日集
金）◆場所／かりん会館

【申込先／問い合わせ先】
まんのう町国際交流協会

（まんのう町企画政策課内）
　薀0877（73）0106
かりん会館
　薀0877（75）0200（水曜日休館）

◆かりん会館イベント情報
～和紙のおひなさま折り紙教室～
◆日時／ 2月16日（土）午前10時～
正午、午後1時～午後3時◆材料費
／一人1,000円（当日集金）※材料
などはこちらで用意します。◆講
師／日本折り紙協会　今田八重子
さん

【申込先／問い合せ先】
かりん会館
　薀0877（75）0200（水曜日休館）
～ストーリーの見える折り紙展～
◆開催期間／ 2月21日（木）まで◆
作品内容／四季を表現した歌物
語・昔話◆指導／日本折り紙協会
今田八重子さん

【問い合わせ先】
かりん会館
　薀0877（75）0200（水曜日休館）

◆瑞宝単光章
　金場　勇（元満濃町消防団分団長）
　近石一彦（元仲南町消防団団長）

12月届出分

健やかな成長を・・・（敬称略）

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

森
も り お か

岡 　 樹
いつき

 11.25 敏隆 四條

小
こ に し

西 颯
そ う き

輝 11.29 厚志 帆山

横
よ こ い

井 晴
は る や

矢 12.  6 善史 西高篠

細
ほ そ か わ

川 彩
さ い も ん

文 12.  9 常治 吉野

床
と こ に し

西 潤
じ ゅ ん や

哉 12.12 康宏 吉野下

三
みつがしら

頭 沙
さ な

梛 12.16 啓宏 東高篠

12月届出分

ご冥福をお祈りします・・・（敬称略）

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

齋
い ん べ

部 康
や す の り

則 11.30 73 吉野

塩
しお

田
た

トンメ 12.  1 90 炭所東

國
くに

重
しげ

サツキ 12.  3 89 新目

古
ふる

川
かわ

フサヱ 12.  3 84 吉野

氏
うじ

家
け

シズヱ 12.  5 92 帆山

新
しんみょう

名 　 好
よし

 12.  5 97 吉野

山
や ま も と

本 順
じゅんいち

一 12.  8 58 吉野

細
ほそ

川
かわ

シゲキ 12.  8 85 大口

岡
お か ざ き

崎 猛
た け お

夫 12.13 76 川東

吉
よし

川
かわ

カツヱ 12.13 84 長尾
お さ か

坂 　 林
りん

 12.17 87 炭所西

今
い ま だ

田 秋
あ き お

雄 12.20 92 真野

宮
み や じ

地 照
て る お

男 12.23 77 川東

鵜
う

川
がわ

ことえ 12.24 82 東高篠

原
はら

　 マ サ 12.25 92 四條

石
い し か わ

川
え い こ

子 12.27 58 七箇

西
に し い

井 春
は る お

雄 12.27 76 宮田

藤
ふ じ や す

保 　 緑
みどり

 12.29 82 七箇

※ ご家族およびご遺族の希望により掲載しています。
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募　集

イベント

叙　勲（敬称略）
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ひろば ひろば 

◆日時／ 2月7日（木）午後1時30分
～午後4時◆会場／まんのう町役
場本庁3階大会議室
※ 当日は、まんのう町内に就業場

所がある事業所5、6社が参加し、
事業者の方と直接面接ができま
す。その際には、履歴書をご持
参ください。

【問い合わせ先】
ハローワーク丸亀
　薀0877（21）8609

　今回は、春申請者分の受付です。
免税チケットは、4月1日から使用
可能です。
◆日時／ 2月12日（火）、13日（水）
両日とも午前9時～午後4時※この
日以降は、中讃県税事務所（坂出
市久米町1-18-20薀46-4613）で申請
を。◆会場／役場本庁（3階第1会
議室）、琴南支所、仲南支所◆持
参物／【継続・更新の場合】印鑑、
耕作証明書、使用簿、領収書、農
業機械の納品書または購入証明書

（農業機械に変更があったときの
み）※更新の場合は別途、県収入

証紙代400円が必要。【新規の場合】
印鑑、耕作証明書、県収入証紙代
400円、農業機械の納品書または
購入証明書※耕作証明書発行の申
請は、役場本庁農林課、琴南支所、
仲南支所でできます。

【問い合わせ先】
まんのう町農林課薀0877（73）0105
琴南支所　薀0877（85）0102
仲南支所　薀0877（77）2115

　お住まいの耐震性に不安はあり
ませんか。木造住宅の構造設計に精
通し、耐震改修を数多く手掛けてい
る講師が、大地震に備えた耐震診断
や補強のポイントをご紹介します。
◆日時／ 2月17日（日）午後1時30
分～午後4時◆会場／高松市生涯
学習センター「まなびＣＡＮ」多
目的ホール（高松市片原町11番地
1）◆講師／田原賢（たはらまさる）
氏（木構造建築研究所　田原主宰）
◆内容／木造住宅の耐震性能を確
保する診断・補強とは◆募集人数
／ 220人（申込先着順）◆申込方法
／電話（087-821-4280）またはファ
クシミリ（087-823-0712）で、（社）
香川県建築士事務所協会へ

【問い合わせ先】
香川県土木部住宅課
住環境整備グループ
　薀087（832）3584

　「福祉サービスの内容が契約と
違う」「担当職員がきちんとケア
をしてくれない」など、事業者に
苦情を申し入れても解決されない
ときや苦情を直接言いにくい場合
には、「福祉サービス運営適正化

委員会」が相談を受け付け、解決
に当たります。この委員会は、弁
護士や学識経験者らの専門家で構
成する第三者機関で、相談内容に
応じて助言をしたり、事情を調査
し、事業者への改善申し入れをし
たりします。
　相談は無料で、秘密が守られ、
福祉サービスを受ける利用者本人
や家族、本人の代理人のほか、民
生委員など利用者の様子をよく
知っている人もご利用できます。

【相談先／問い合わせ先】
香川県福祉サービス運営適正化委
員会（香川県社会福祉協議会内）
　薀087（861）1300※ FAX兼用
E - m a i l : u n t e k i @ k a g a w a k e n -
shakyo.or.jp

（相談時間）
　月曜日～金曜日の午前9時～午
後5時※ＦＡＸ、電子メールでの
ご相談は24時間受付可能。

　事業主の皆さん。「うちの会社、
パートの賃金は一律、時給＊＊円。
だって、パートだから。」とお考え
ではありませんか。
　パートタイム労働者がその持て
る能力をより一層有効に発揮する
ことができる雇用環境を整備する
ため、パートタイム労働法（「短時
間労働者の雇用管理の改善等に関
する法律」）が改正されました。
　パートタイム労働者の賃金は、
その働きや貢献に応じて決定して
いただくことになります。通常の
労働者と同視すべきパートタイム
労働者については、パートタイム
労働者であることを理由に差別的
な取り扱いが禁止となります。

学生による、学生のための 

香川の就職活動情報サイト「jobナビかがわ」オープン 
　このサイトは、香川県が委嘱した現役の大学生が企
画・運営をしており、就職活動に必要な企業情報や企業
説明会などの情報が入手しやすくなっています。ぜひ
一度ご覧ください。 

【問い合わせ先】 
香川県ＵＪＩターン推進プロジェクトチーム（政策課内） 
D087（832）3126　E-mail:kagawa@jobnavikagawa.com

jobナビかがわ 検索 
URL:http://jobnavikagawa.com
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農業用軽油免税証の交
付申請を受け付けます

就職面接会を開催します

福祉サービスで困った
ことや悩みを解決します

パートタイム労働法が変わります
施 行 は 、 平 成 2 0 年 4 月 1 日

木造住宅耐震講座（無料）を開催します
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国際交流協会設立記念講演会 満濃南小総合学習（大豆の脱穀）

収
穫
量
は
レ
ジ
袋
２
つ

　平成19年12月7日、満濃南小学校5年生の児
童らが、小学校で大豆の脱穀をしました。
　今回脱穀する大豆は、勤労青少年ホーム横にあ
る「ゆたかな楽園」で栽培されたものです。
　この日は、地元ボランティアグループ「勝手連
ファーマーズ」の皆さんの指導の下、児童らは竹
の棒を使って、束ねた枝つきの大豆をトントンと
リズミカルにたたきながら、脱穀作業を行いまし
た。
　その後、児童らは、あらかじめ床に敷いていた
ブルーシートの上に落ちた大豆を、手で拾いなが
らビニール袋に入れていきました。

竹の棒を使って脱穀作業をする女子児童ら

１
０
０
人
の
村
、
あ
な
た
も
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す

　平成19年12月2日、町民文化ホールでまんの
う町国際交流協会設立を記念して講演会が開かれ
ました。
　この日は、子供から大人まで約150人が参加し、
ベストセラー『世界がもし100人の村だったら』
の著者である池田香代子さんの講演が行われまし
た。
　池田さんは、女性、特に若い女性が基礎的な読
み・書き・計算ができるようになることが、貧し
い人々が自分の人生を切り開いていく力をつける
ことになることなど、世界で起こっていることを
自らの体験を基に伝えました。

自著を朗読しながら聴衆に話しかける池田香代子さん

まんのう町消防団出初め式 神野公民館利用者交流クリスマス会

会
場
が
西
ア
フ
リ
カ
一
色
に 　平成19年12月9日、勤労青少年ホームで「神野

公民館利用者交流クリスマス会」が催されました。
　この会には、普段施設を利用している方約120人
が参加し、立食パーティー形式で親睦を深めました。
　今回の目玉は、2004年11月に結成されたアフ
リカン・パーカッション・ユニット「ペセペセ」に
よるライブでした。このライブは、「ジェンベ」や

「ドゥンドゥン」などの伝統民族楽器を使って行わ
れました。
　ライブが盛り上がってくると、サンタクロースや
トナカイに扮した大人たちが子供たちと輪になって
踊るなど楽しいひとときを過ごしました。

「ペセペセ」によるライブ風景

目
指
す
は
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

　1月6日、サンスポーツランド仲南でまんのう
町消防団の出初め式が開催されました。
　旧3町の消防団が統合・発足し、今回で第2回
目となる式には、12分団の団員や来賓ら約420
人が参加し、各分団の団員らは、人員報告の後、
観閲行進を実施しました。
　続いて、式典が町民文化ホールで催されました。
永年消防業務に精励した団員への表彰や団長訓示
などの後、退職や永年勤続などの団員への感謝状
の贈呈が行われ、新年の防火・防災を願いました。

分団ごとに隊列を組んで行進する団員ら
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休日当番医 
テレフォンサービス　D73-4400（日・祝日のみ） 

スポーツの結果 （敬称略） 

2 月の行事予定 
日程 行事名 時　間 場　所

1日貊 健康相談 10:00～11:30 四条公民館

4日豺 栄養相談
（要予約薀73-0126）

役場本庁

5日貂 心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

6日貉
健康相談 10:00～11:30 かりん温泉

行政相談・人権相談 10:00～15:00 役場本庁

7日貅
未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

8日貊 行政相談・人権相談 10:00～15:00 琴南総合センター

13日貉

心配ごと相談 9:00～12:00 琴南総合センター

心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

行政相談・人権相談 10:00～15:00 仲南支所

14日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴南農改センター

身体・知的障害者
相談

9:30～11:30 琴南農改センター

13:30～16:30 仲南支所

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

健康相談 10:00～14:00 エピアみかど

健康講座（演題 : 健口生活のすすめ
／講師 : 歯科衛生士・本田里恵さん）

13:30～15:00 かりん温泉

19日貂 栄養教室（骨粗しょう症の予防と改
善の食事／要予約薀73-0126）

9:30～12:30 仲南公民館

20日貉 乳幼児健診 13:30～14:30 琴南農改センター

21日貅

身体・知的障害者
相談

9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

2歳児健診 13:30～14:30 役場本庁

25日豺 心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

27日貉 乳幼児健診 13:30～14:30 役場本庁

28日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

法律相談（要予約／まん
のう町社協薀73-3313）

13:00～16:00 満濃農改センター

日 科 医療機関名 電話

3日 内科 岩闢医院 75－5161

10日 内科 岩佐病院 73－3535

11日 内科 小国医院 75－2317

17日
内科 おおにし病院 75－5101

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

24日 内科 大山内科医院 79－3311

※当番医は予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

平成19年  町内の110番119番
区　分 12月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 35（21） 385（347）

人身（件） 15（10） 173（172）

死亡（件）   0（  0） 1（　4）

救急出動
火災（件）   0（  0） 29（  21）

救急（件） 81（54） 906（841）

（　　）は昨年同期

とき 大会名 場所 結　果

11
月
11
日
豸

第14回 ま ん の
う町体育協会満
濃支部長杯卓球
大会

満濃武道館

団
体
戦

優　勝 : Ａチーム（高橋・宮地・高鳥・大野・藤原）

準優勝 : Ｄチーム（辻村・鎌野・川辺・竹内佐）

第3位 : Ｂチーム（高丸・黒井・西岡・近藤）

ダ
ブ
ル
ス
戦

優　勝 : 高　橋・藤　原　組

準優勝 : 近　藤・竹内健　組

第3位 : 西　岡・竹内佐　組

11
月
25
日
豸

2007オール
ま ん の う イ ン
ディアカ大会

四条小学校
体育館

男
子
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優　勝 : 吉野ゼロワン

準優勝 : 長炭ラガー
男
子
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　勝 : 吉野デラウェア

準優勝 : 四条ボンバーズＢ
女
子
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優　勝 : 高篠ピンクパンサー

準優勝 : 吉野ブラックエンジェル
女
子
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　勝 : 高篠オレンジスカッシュ

準優勝 : 四条バスターズ

12
月
2
日
豸

第21回まんのう町
女子招待ママさん
バレーボール大会

仲南小学校
体育館

優　勝 : 坂出東部

準優勝 : 善通寺コスモス

12
月
24
日
豺

まんのう町グラ
ウンドゴルフ協
会杯大会

吉野公民館
グラウンド
参加 :66人

優　勝 : 山地利正（羽間）

準優勝 : 大場隆子（真野）

第3位 : 大谷文雄（吉野）
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リサイクル可能な 
大豆油インクを使用しています。 

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全戸に配布しています。 
　配布についての問い合わせは、まんのう町企画政策課  D（73）0106まで。 
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 広報誌にお子さんの写真を掲載しませんか？ 

1～3歳までのお子さんの写真を募集しています。 
問い合わせ先　企画政策課　D（73）0106

2
0

0
8

V
o

l.2
3

満濃南小学校  3年 

森 川 麻 耶 

「ひまわり」 

「小さな命を見つめて」 

満濃南小学校  1年 

田 中 皓 大 

やんちゃで元気な２人！！ 
これからも仲良く元気に育ってね£ 

保護者からのメッセージ 

瀧 口  ゆ らちゃん　（3歳） 

父：和茂さん、母：加奈さん 

たきぐち れんじ たきぐち 

F
eb
ru
ary
2

団
結
し
た
三
十
人
三
十
一
脚 

     

　
九
月
二
十
四
日
、
屋
島
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
た
、
三
十
人
三
十
一
脚
の
予

選
会
に
、
四
条
小
の
六
年
生
は
初
参
加

し
た
。
そ
し
て
、
五
十
メ
ー
ト
ル
を
力

を
合
わ
せ
て
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
、
二
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
協
力
と
努

力
の
証
だ
と
思
う
。 

　
七
月
上
旬
。
水
不
足
の
た
め
、
町
内

の
水
泳
記
録
会
の
中
止
が
決
定
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、
五
年
生

の
時
、
こ
の
大
会
へ
の
全
員
参
加
を
目

指
し
て
練
習
し
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
、

そ
の
目
標
に
あ
と
一
歩
届
か
な
か
っ
た

の
で
、
今
年
こ
そ
は
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
残
念
だ
っ
た
。

他
に
ク
ラ
ス
全
員
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
話
し
合
っ
た
。
そ

の
時
、「
三
十
人
三
十
一
脚
を
し
て
み

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
と
提
案
が
あ
り
、

み
ん
な
が
賛
成
し
た
。
で
も
、
大
会
ま

で
は
二
ヶ
月
し
か
な
か
っ
た
。 

　
練
習
を
開
始
し
て
こ
の
競
技
の
難
し

さ
を
痛
感
し
た
。
み
ん
な
の
息
が
な
か

な
か
合
わ
ず
、
転
ん
で
ば
か
り
だ
っ
た
。

し
か
も
、
け
が
を
す
る
子
も
出
て
き
た
。

そ
れ
で
も
、
く

じ
け
る
こ
と
な

く
、
練
習
を
重

ね
た
。
今
回
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
で

は
ク
ラ
ス
の
輪

を
強
め
る
こ
と

が
一
番
の
目
的

だ
っ
た
の
で
、
男
女
が
交
互
に
な
ら
び
、

は
ず
か
し
が
る
こ
と
な
く
が
っ
ち
り
と

肩
を
組
ん
で
走
っ
た
。
夏
休
み
も
、
可

能
な
限
り
練
習
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ

っ
て
、
次
第
に
上
手
に
走
れ
る
よ
う
に

な
り
、
男
女
の
仲
も
今
ま
で
以
上
に
良

く
な
っ
て
き
た
。 

　
大
会
当
日
、
お
家
の
人
も
応
援
に
か

け
つ
け
て
く
れ
て
、
そ
の
応
援
の
も
と

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
ん
だ
。
一
回
目

は
十
二
秒
〇
四
で
ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
。

二
回
目
決
勝
進
出
を
目
指
し
て
、
今
ま

で
以
上
に
が
ん
ば
っ
て
走
っ
た
が
、
惜

し
く
も
ゴ
ー
ル
直
前
で
転
倒
し
て
し
ま

っ
た
。
結
果
は
六
位
に
終
わ
っ
た
。 

　
転
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た

け
ど
、
み
ん
な
で
五
十
メ
ー
ト
ル
を
走

り
抜
け
た
感
動
は
忘
れ
な
い
と
思
う
。

こ
れ
も
、
み
ん
な
が
心
を
一
つ
に
し
て

協
力
し
て
練
習
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
味

わ
え
た
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
が
協
力
し
て
、
も
っ
と
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
。 
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まんのう町携帯版 
HP：QRコード 

四条小学校  6年 
巻野  茉莉衣 




